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報告事項(1)

学校教育活動等における新型コロナウイルス感染症対策について

教育総務部総務課

訂季休垂日月叶0

感染防止対策を徹底した上で、 8月30日から学校教育活動を開始する。

（1） 感染防止対策の更なる徹底（家庭への協力依頼）

・手洗い、消毒、換気

・換気は30分ごとに1回

・体調変化への気づき

（2）登校・出欠の扱い

・保護者から、感染が不安で欠席させたいという申し出があった場合は、学校長判断により

「出席停止」とする。

（1）休校や学年・学級閉鎖等を余儀なくされた場合

・教科書、学習プリント、及びギガタブを活用したオンライン教材を組み合わせた家庭

学習の実施

・グーグルミート等によるオンライン授業、児竜牛徒の健康観察等． ．

（2）登校できない児竜生徒への対応

・従来どおり、学習プリントの活用等により、丁寧に学習保障を行う。

・電話やメールによる健康観察、学習相誕

・ギガタブを活用したオンライン指導も

（3）インターネット環境の整備

・インターネット環境が整備されていない家庭については､ 'Wi-fiルーターの貸出し

により対応する。

3 リスクの高い学習活動、外部から人を招いての活動等について

（1） 「感染リスクが高い学習活動」 として示されている、合唱、器楽演奏、調理実習等は、

緊急事態宣言中は実施しない。

（2）不特定多数が来校する行事は行わない。 ※学習参観､懇談会、保謹者会等

4韓部活動について

（1）

(2）

活動は週4日、平日・休日ともに90分程度

朝練習は実施しない。

5宿泊学習について〃

県外への移動を伴う活動は行わないこととし､県内においても､延期等を視野に入れ検討する。

6高等学校について

原則、県立学校と同様の取り扱いとする。
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報告事項（2）

市制100周年記念令和3年度「子ども議会」について

学校教育部教育指導課
ヂ

1 目的

○千葉市の将来を担う子どもたちが、千葉市の現状と課題について話し合い、 「市民一人一人が

いきいきと幸せに暮らせるまちづくり」に向けた具体的な質問を行う中で、千葉市民としての

意識を高める。

○子どもの視点から生まれる疑問や質問を、生の声として市長・市政に届ける。

○「子ども議会」の学習会や議会を通して、学ぶこと・働くことの意義や役割を理解したり、課

題を発見・分析したりする力を育む。

2 日時 令和3年7月21日 （水） 9 ： 00～12 ： 00

3会場 千葉市議会本会議場 一

4出席者

（1）子ども議会議員45人（公募による市内小学生5

ファシリテータ市内中学生8人

（2）市政担当者

市長、鈴木副市長、川口副市長

こども未来局長

教育長、教育次長

（3）市議会議員

． 千葉市議会議長、副議長

教育未来委員長、教育未来副委員長

6年生）

.、

5傍聴者

（1）教育委員

（2）千葉市議会議員

人
人

３
７

6 当日の日程

（1）千葉市議会議長挨拶

（2）子ども議会議長、議会運営委員紹介

（3）議会運営委員代表挨拶 、
（4）開会宣言

（5）出席者紹介、 日程説明

（6） 「みんなが住み続けたい千葉市にするために

～祝1 100歳の千葉市にプレゼンテーション～」

【子ども議会議員による提案・質問及び答弁】

※子ども議会議員がテーマごとに7グループに分かれて提案・質問を行い、市長

副市長・教育長の答弁がありました。

（7）市長講評

（8）閉会宣言

第1回オンライン学習会5/】6 子ども議会当日のグループによる提案7/2】
3



7 グループの提案・質問の内容と答弁者

a

ノ

訂

グループ 提案・質問の内容

①安全・安心な街づくり ．幅広い世代の人たちが交流できる場の設定や放置され

ている空き家の交流場所としての活用について

。 「ちぱチャリスタイル｣や交通安全に関する情報を多く

の人たちに周知するための広報活動や道路の改修等に

ついて

②衛生的で災害に強い街づくり ･太陽光パネル付きの街灯やトイレ、大人が利用できる

器具の設置について

･避難者の受け入れの優先制度の整備と防災無線の外国

語対応、及びそれらの周知について

､

③きれいな街づくり
ｵ ■

･毎月、清掃活動の日を設定し､地域住民が楽しみながら

ゴミ拾いや草取りができるような取組について

． 「きれいな街千葉市」の実現に向けて､子どもから大人

まで関心をもってもらうためのPR活動について

④住みよい施設がある街づくり ･子どもからお年寄りまでが､楽しみながら、自然や環境

を考えられるバリアフリーな海辺の複合施設について

⑤ポイ捨てNoの街づくり ･千葉市で月に1 日 「ごみ拾いの日」を設けることにつ

いて

． 「ごみ拾いの日」を広く知ってもらうためのビーチクリ

－ンイベントの開催について

⑥人と人がつながる街づくり 。 「千葉でつながる」 子ども向け情報発信サイトの立ち

上げについて

⑦歴史と文化を大切にした街づく

り

、

･YouTubeを使って､千葉市の歴史や文化についているい

ろな立場や視点から発信することで、魅力を伝える取

組について

･史跡や魅力的な場所を循環バスでつなぎ、街を活性化

させる取組について



議案第41号

陳情について

令和3年7月16日付けで

を求める。

令和3年8月25日提出

日付けで受理した陳情第6号について、議決

千葉市教育委員会教育長 磯野 美和ざ



⑤
教育委員会 教育長様

教育委員様

斗蕊下

教育委員会会議の無記名投票採決についての要望書
2021年7月14日

■■■

霜近汗予中じ

も

r乳x■■■■■■■E-

電話 (担当一

一では､2020年ll月に､都道府県及び政令市と､神奈川県内の全教育委員
会を対象とした「教育委員会会議の採決方法等に関する調査」を行いました。貴教育委員会
からもご回答をいただきました。ご協力ありがとうございました。

その結果､調査対象であった2019年度及び2020年度10月末日金の期間について､無記
名投票による採決を行っていたのは都道府県では7教育委員会、政令市では6教育委員会、
神奈川県内では2教育委員会（政令市との重複1）あり、その案件は、全てが教科書採択で
した。

無記名投票は、教育長、各教育委員の賛否が不明なだけでなく、各自の賛否の記録が無い
ため、情報公開そのものが成立しません。審議の最終過程を永久に闇に葬り、万一不公正な
判断が行われてもそれを検証することさえできない不明朗な採決方法です｡調査では、無記
名投票採決の実施理由も問いましたが、合理的な必要性は見いだせませんでした。
つきましては、 「開かれた教育行政」を推進するため、以下の項目を要望します。

要望項目

l 教育委員会会議の採決は、非公開とすべき具体的な必要性がある場合を除き、傍聴者、市
民に公開し、教育長、各教育委員がどのような意思表示をしたのかが明らかになる採決方
法にしてください。

2 無記名投票は、教育長、各教育委員の判断の記録すら作成しないという極めて無責任な採
決方法であるため、実施しないでください。

要望理由

(1)教育長、各教育委員の意思表示が非公開となること

無記名投票方式をとると、投票が傍聴者の面前で行われたとしても、また、投票結果が
公表されたとしても、各人の意思表示については公開されないこととなり、各人の意思が
どのようなものであったかの事実確認さえ不可能となります。 したがって無記名投票は、
情殿公開一会議公開の趣旨を全く無にする採決方法です。

教育長、教育委員が公転である以上、重要な職務である会議の採決における意思表示を明

己
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らかにするのは、当然の責務です。無記名投票は、それぞれの責任を不明確にし、事実を

闇に葬る極めて無責任な行為です。

2015年末から、教科書発行会社による検定中の教科書の閲覧や謝礼が問題になり、文科

省が調査を行いました。 13社が教員・校長ら5159人に検定中の教科書を見せ、その

うち4006人に謝礼などを渡していたとの報道がありました。中には教育長や教育委員

も含まれていたとのことです。 このような場合、たとえ採択結果に影響していなかったと

しても、無記名投票をしていたのでは、事後の検証だけでなく、教育長・教育委員の身の

潔白も立証することはできません。

（2）無記名投票実施の理由が不明確であること

「地方教育行政の組織および運営に関する法律（以下「地教行法｣)」は、 「教育委員会の

会議は、公開する｡」 とし、公開を原則とすることを定め、非公開にできるのは「人事に関

する事件その他の事件」 としています。公開が原則となっている教育委員会会議のなかで

無記名投票、つまり非公開部分を生じさせる以上、了承した教育長・教育委員には実施の

理由を市民に示すという説明責任が生じます

調査で無記名投票が行われた案件は、教科書採択の採決だけでした。その理由は、より

自由な評決が可能になる、外部からの不当な圧力を避ける、静證な環境を維持するなどで

したが、いずれも必然性を説明しうるものではありません。このような理由は、情報公開

制度の開始直後の非公開理由に見られた内容であり、情報公開制度の進展のなかですでに

克服されてきたはずです。

無記名投票実施は、例外措置としての非公開や記録の欠如の乱用であり、法規に反する

不適正な行為といわざるをえません。

以上

●

I
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受理番号 陳情第6号 受理年月日 令和3年7月16日

件 名 教育委員会会議の無記名投票採決についての要望

要 旨

1 教育委員会会議の採決は、非公開とすべき具体的な必

要性がある場合を除き、傍聴者、市民に公開し、教育長、

各教育委員がどのような意思表示をしたのかが明らか

になる採決方法にすること

2 無記名投票は、教育長、各教育委員の判断の記録すら

作成しないという極めて無責任な採決方法であるため、

実施しないこと

陳情者

住所

氏名

彦

■■■■■■■■

4人
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議案説明

陳情について、千葉市教育委員会組織規則第8条第13号の規定

に基づき、議決を求めるものであります。

、

■

■

b

'
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議案第42号

教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況に係

る点検及び評価について

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第26条第1項の規

定に基づき、教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状

況に係る点検及び評価の結果に関する報告書について、次のとお

り決定するものとする。

令和3年8月25日提出

千葉市教育委員会教育長 磯 野 和 美（
イ

Q

、

『



、
｛

千葉市教育委員会

事務点検・評価報告書

（令和2年度対象）
言

｢第2次千葉市学校教育推進計画」及び

｢第5次千葉市生涯学習推進計画」の進捗状況～

～

師

令和3年9月

千葉市教育委員会

’
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I 教育委員会の事務の点検・評価制度の概要

1 教育委員会に関する事務の点検・評価について

「教育委員会の責任体制の明確化」を目的として、 「地方教育行政の組織及

び運営に関する法律｣ (以下｢地教行法｣ といいます｡)第26条｢教育に関す
る事務の管理及び執行の状況の点検および評価等」に基づき、平成20年度か

ら、教育委員会は、毎年度、 その権限に属する事務の管理及び執行の状況の

点検及び評価（以下「点検・評価」 といいます｡） を行い、教育に関し学識経

験･を有する者の知見を活用し、 その結果に関する報告書を作成しています。
今

2千葉市教育委員会における当該点検・評価の実施方法等について

(1)目的

教育委員会の権限に属する事項について、点検・評価することにより、
教育委員会が、 自らの事務の適切な執行について確認するとともに、市民
に対して、行政の説明責任を充実させ、教育行政に対する市民の信頼の向

上を図ることを目的としています。

(2)対象となる期間および事務

①対象期間は、今和2年度です。

②対象事務は、地教行法第21条に規定されている教育委員会が管理・執行

する事務とします。

(3)点検・評価の実施方法

①学校教育分野については、 「第2次千葉市学校教育推進計画」に、生涯学

習分野については、 「第5次千葉市生涯学習推進計画」に基づき自己点

検・評価を行って･います。

②「第2次千葉市学校教育推進計画」及び「第5次千葉市生涯学習推進計 ‘

画」 （以下「両計画」 といいます｡）は、平成31年3月に中間見直しを行

っているため、成果指標の達成状況やアクションプランの進捗状況は、

見直し後の計画に基づき、 自己点検・評価を行います。

1
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(4)学識経験を有する者の知見の活用 、

地教行法第26条第2項の規定により、教育に関し学識経験を有する者の，
知見の活用を図ろものとされているため、教育委員会事務局が行った自己

評価による点検・評価の結果について、 「千葉市教育委員会事務点検．評価
委員」 として、学校教育分野については小橋暁子氏に、生涯学習分野につ

いては岩崎久美子氏に所見等をいただきました。また、所見等をいただく
にあたり、令和元年度の新規・拡充事業である以下の事業を重点的に評価

する事業としました。

学校教育分野…「専科指導のための非常勤講師の配置｣、

「スクールカウンセラー活用」

生涯学習分野･･･ 「千葉市生涯学習センターの管理運営｣、

「千葉市立郷土博物館の管理運営」

①小橋暁子氏

○現職：千葉大学教育学部准教授

○学歴：千葉大学教育学部卒業、千葉大学大学院教育学研究科修了、

東京学芸大学大学院連合学校教育学研究科修了 ・博士（教育学）
○専門造形教育学

・主な研究課題幼小の接続に焦点をあてた造形教育カリキュラム
の研究

②岩崎久美子氏

○現職：放送大学教授

（前国立教育政策研究所生涯学習政策研究部総括研究官）

○学歴：上智大学文学部教育学科卒業、筑波大学大学院修士課程教育
研究科修了

筑波大学大学院図書館情報メディア研究科博士後期課程

修了博士（学術）

○専門生涯学習

・主な研究課題生涯にわたるキャリア発達に関する研究

成人学習の理論に関する研究

(5)点検・評価の構成

施策ごとの構成は、次のようになっています。
①施策の方針

②成果指標

③アクションプラン（個別具体の事業） ．

2



Ⅱ教育委員会の活動状況

1 教育委員会会議における活動（令和2年4月～令和3年3月）

以下のとおり教育委員会会議を開催し、議決等を行いました。

、開催回数 ､ 14回（定例会 12回臨時会2回）

・議決案件 99件

･報告案件 25件

・臨時代理報告 12件

2学校現場等への視察や行事での講演等について

以下のとおり施設や行事の視察等を行い、事業の実施状況や、様々な課題

について把握し、教育委員会会議における審議に生かしました。

（1 ）各種イベントへの出席

・千葉市科学フェスタ2020

･SCIENCECLUBASSEMBLY (市内科学部の交流発表会）

（2）教員等の研究会や研修会への出席

・長期研修生（委託研修生）研究報告会 ．

（3）その他

・教科書展示会

？教育功労者表彰式

上記のほか、教育委員による勉強会や、事務局からの個別の議案説明など、

関連した業務・活動を行いました。

但し、例年、 多数の学校行事、各種イベント、研修会、会議なと．に参加し

ていますが、令和2年度については、新型コロナウイルス感染拡大の影響に

より、 多くの行事などが中止又は規模を縮小しての開催となったため、例年

に比べ、教育委員が参加できる行事などが少なくなっています。

3
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以下のとおり教育委員会についての情報発信を行いました。

・教育委員メッセージ（市ホームページでの掲載）

・教育だよりへの記事掲載

・教員を目指す大学生と教育委員との意見交換会

4総合教育会議について

市長と教育委員会の連携強化の観点から設置された「総合教育会議」て．は、

本市の教育行政における以下の5つの重要課題について協議・調整を行いま

した。

①学びを保障する | CT教育

②地域経済・地域産業を支える人材の育成・確保

③地域との連携、協働等を見据えた学校施設の有効活用

‘④オリンピック・パラリンピックを契機とした「まちづく り」「ひとづく り」

⑤千葉市における児童虐待対策

‐

I

〆

4



Ⅲ点検・評価の結果

1 干葉市教育委員会による自己評価

（1）学校教育

学校教育分野については、平成28年3月に策定した第2次千葉市学校教育推進計
画に基づき、各種施策を進めています。なお、第2次千葉市学校教育推進計画は平成
31年3月に中間見直し (P6参照）を行ったため、見直し後の計画に基づき、 自己評
価を行います。

目指すべき子どもの姿

夢と思いやりの心を持ち､チャレンジする子ども

目標

自ら考え、自ら学び､自ら行動できる力をはぐくむ

[成果指標｣における｢達成状況｣の記載について

各指標について、令和元年度末実績値の状況を3段階に分類します。

※数値データの出典などについては、各成果指標の右下に示しています。

※主観指標(P6参照）に区分した成果指標については、指標の名称に【主観指標】と表示して
います。

｢アクションプラン｣における｢進捗状況｣の記戦について

各計画事業について、令和2年度末の状況を示します。

5

区分 説明（成果指標の達成状況基準）
、

◎ R2末実績値が最終目標値(R3末目標値）以上であるもの。 ↑

○

｢R2末実績値とH27末現状値の差」が「最終目標値(R3末目標値） とH27末現状値の差」に対し
80%以上であるもの。

※R2末実績値が最終目標値(R3末目標値）以上であるもの（区分。）を除く。

×
｢R2末実績値とH27末現状値の差」が「最終目標値(R3末目標値） とH27末現状値の差」に対し

80％未満であるもの。

区分 説明（計画事業の進捗状況基準）

達成 R2末実績が最終目標(R3末目標）以上であるもの。

順調

計画に対し、概ね計画通り進捗しているもの。

･定堂的に事業量を測れる事業は、最終(R3末）事業量に対し8割以上進捗しているもの。

･その他の事業は、 目標事業量からの遅延・乖離が生じていないもの。

遅れ
計画に対して事業進捗に遅れが出ているもの。 「継続」で事業規模を縮小したもの。

･定吐的に事業量を測れる事業は、最終(R3末）事業量に対し8割未満の進捗であるもの。

･その他の事業は、 目標事業量からの遅延・乖離が生じているもの。

休止 事業を休止し、次年度以降に再び実施する予定のもの。

中止 事業を中止し、今後も実施する予定のないもの。



I

【参考】中間見直しの概

（1）第2次千葉市学校教育推進計画策定後約3年間が経過したことを踏まえ、子ども

を取り巻く社会状況の変化に対応し、実行力のある計画とするため、平成31年3月

に計画の中間見直しを行い、成果指標及びアクションプランの変更・追加を行いま

した。主な変更内容は以下の通りです。

※1 客観指標

ある事象を客観的な数値で示したもので､統計調査等で数値を把握することができる

指標。 ノ
（例)全国学力・学習状況調査における全国平均正答率との比較 i

※2主観指標

環境に対して人が抱く満足感、幸福感、安心感などの主観的な意識を数値で示したも

ので、アンケート調査によって数値を把握することができる指標。

（例)学校の勉強が好きだと思う児童生徒の割合

（2）以下に該当する成果指標の「達成状況」欄は「－」で表記します。
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① 第2次千葉市学校教育推

進計画よりも新しい計画等

と事業内容の整合が取れて

いない。

他の計画等に合わせ、 目標値の変更及び取組

み項目の追加をしました。

② 指標の現状値が把握でき

ず、評価ができなくなって

いる □

現状値が把握できるよう指標項目を変更し

ました。なお、平成31年3月に見直しを行っ

ているため、中間目標は設定していません。

③ 外部要因による影響が考

慮されにくい評価となって

いる ◎

、

｢客観指標※1」 と 「主観指標※2」に区分

し、区分ごとに異なる評価を行うこととしまし

た。なお、主観指標については目標値に対する

達成率での評価はせず、分析・評価の結果は文

章で示すこととしました。 （本報告書では、主

観指標に区分した成果指標については、指標の

名称に【主観指標】と表示しています。 ）
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上記③による変更をしたもののうち、

｢主観指標」に区分したもの

目標値に対する達成率での評価をしない

こととしたため
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＞変化の激しい社会を生き抜く力の育成に向けて、－人ひとりに基礎的・基本的な知識・

技能の確実な定言と学ぶ意欲の向上を図ります。

＞課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力等や、主体的に学習に取り組む態

度を身に付けさせます。

＞自ら課題を発見し、その解決に向けて主体的・協働的に探究する学習を充実させるとと

もに、学習評価の工夫を図ります。

＞確かな学力を効果的に育成するため、言語活動の充実、グループ学習、 |CTの積極的

な活用をはじめとする指導方法・指導体制の工夫改善により、協働型・双方向型の授業

を推進します。

｢ 1
教育指導課、教育センター

主観指標であるため、 目標に対する達成率での評価は行いません。

休校措置により 「千葉市学力状況調査｣、 「全国学力・学習状況調査」

未実績値、 R2末実績値は把握できません。
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53.6％
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56.0%

※1

千葉市学力状況調査

2

全国学力･学習

状況調査におけ

る全国平均正答

率との比較

小6 ＋1.8 +2.5 0 +1.0 0 0

※2

中3 ＋1.9 +2.5 +1.0 0 0 0

※2

全国学力・学習状況調査
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･令和元年度までの分析データと指導改善の方

向性やポイント等を示した授業改善の資料

を研修会や学校訪問等で活用します。指導助

言を行うことで、教員の指導力を一層高め、

｢わかる授業」を推進していきます。
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分析方法

の見直し
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ンの推進

研究協力

校でアク

ションプ

ランを作

成

各学校で

アクショ

ンプラン

作成

各学校で

アクショ

ンプラン

を実践

各学校で

アクショ

ンプラン

を実践

順調

継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続 順調

継続 継続

！
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ICTを活用

した教育

活動
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員への取組等を含め､教員の資質向上に向

けた支援を行っていきます。

2

･千葉市学力状況調査の分析結果を基に各学校が作成した

｢学力向上アクションプラン」を実践しています。 ,アク

ションプランを校内で共通理解し、学校の課題を全教職

員で改善すべ<取り組んでいます。

･ 「学力向上アクションプラン」の実践を基

に各学校が評価を行い､成果と課題を分析

した上で､令和3年度に新たなアクション

プランを作成し、実践します。

3

･学習指導要領の趣旨を反映させながら、初任・初期層か

ら中堅層、後期層まで幅広い職員層が、市の教育施策の

内容をより一層理解できるよう配慮し、 日々の授業、経

営実践の中で使いやすいものとしました。

･学習指導要領の方向性<本市の児童生徒

の実態と学校の実情を踏まえた、 より具

体的な課題を設定します。また、学校訪

問や教科等主任ブロック研修会において

周知の機会を多く設けていきます。

･初任・初期層教員にもわかりやすい構成、

表現にします。

4

｡ 「NPOちぱ教育夢工房」に委託し、市内小中特別支援学校

に、退職教員、教員を目指す学生、教育に関心のある市

民を中心とした「学校支援員」を配置しました。各学校

のニーズに応じたきめ細かな支援を行いました。

･学校に対し、一層積極的な活用を図るこ

とを周知します。

5

･小学校のプログラミング教育で利用する教材を配布し、

教職員向けに実践方法などの研修（オンライン講座・出

前講座など）を複数回実施しました。

･令和3年度より中学校のプログラミング

教育が開始されるため、中学校教員向け

の専門講座を実施するほか、令和2年度

に引き続き小学校教員向けの研修も実施

していきます。

6

・弟2"CAIjlN上》 .l.シス．アムの坐1J甫か元』し、 ノ｣､I-f』字：

校への本格運用が始まりました。配備した第2次CAB

INET用のタブレットの台数は学校規模別になって

います。

･GIGAスクール構想で小・中学校、特別支援学校（小・中

.学部）の全児童生徒・教員に、 1人1台タブレットPC

を整備しました。

･学校へ導入されたICT機器の利活用を

促進するため、教職員研修の内容を充実

させたり、回数を増やしたりしていきま

す。また、優良教材や活用事例などの情

報を教育センターホームページなどを活

用して積極的に発信していきます。

･ ICT支援員を全校に巡向配置すること

で、児童生徒のICT機器の操作支援や

教員のサポートなどを実施していきま

す。
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＞価値観の多様化が進む社会において、高い志や意欲を持つ自立した人間として、他者と

協働しながら価値の創造に挑み、未来を切り開いていく力の育成に向けて、教育内容の

充実を図ります。

＞グローバル社会において、日本や郷土の歴史・文化に対する理解とともに、言語や文化

が異なる人々と互いに尊菫し合い、主体的に協働していくことができるように、コミュ

ニケーション能力や英語の語学力を育成します。

＞環境や平和などの世界規模の課題を自らのこととして捉え、地域活動など身近なところ

から取り組み、持続可能な社会づくりの担い手となるよう、－人ひとりを育成する教育

を推進します。

＞技術立国日本を支える理系人材の育成に向けて、理数好きな子どもを育てる教育の充実

を図るとともに、意欲と能力のある子どもに対し、様々な学習機会や切蹉琢磨する場を

提供していきます。

教育指導課、教育改革推進課

全国学力・学習状況調査の質問項目からの除外によりH30末～R2末実績値の把握ができないため、達

成状況を確認できません。

主観指標であるため、 目標に対する達成率での評価は行いません。

新型コロナウイルス感染症拡大に伴い文部科学省の調査が実施されなかったことから、 R2末実績値の

把握ができないため、達成状況を確認できません。

※1
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※
※
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自分の考えや意

見を発表すること

が得意な児童生

徒の割合

【主観指標】

唖 灘|磯 !|鰯騒蕊鰯鰯|綴唾’露ー…〃田

小6 49.0% 53.0％ 48.2％ 48.2％
※1

・
１ ※1 ※2

中3 52.5％ 55.0% 50.8％ 51.0％
※1 ※1 ※~1 ※2

密

全国学力・学習状況調査

4

中学校卒業段階

で実用英語技能

検定3級相当以上

の生徒の割合

中3 50.0％ 60_0% 46.6％ 47.2％ 46.8％ 44.2％
※3

千葉市教育委員会教育改革推進課調べ
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2
異文化理

解の促進
継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続 順調

3

‘学校英

活動･英

i教育の

進

英語活英語活

動･英語動･英語

教育教育

外国語指

導助手の

配置拡充

外国語指

導助手の

配置拡充

外国語指

導助手の

配置拡充

英語教育

支援員の

英語教育

支援員の

英語教育

支援員の

配置配置配置

英語免許

保有者の

英語免許

保有者の

増員増員

5．6年生5．6年生

実施実施

3．4年生

実施

5 ． 6年生

実施

3．4年生

実施

5 ． 6年生

実施

175人175人

5．6年生

実施

50人

12人

5 ． 6年生

実施

3．4年生

実施

5 . 6年生

未』 1

38人

12人

102人

3．4年生

実施

5． 6年生

実施

38人

12人

101人

3 .4年生

実施

5 ． 6年生

実施

38人

12人

101人

順調

遅れ

達成

遅れ

4

グローバル

化に対応し

た英語教

育の推進

外国人講

師の派遣
19人 22人 19人 19人 19人 19人 19人 ||頂調

5

高等

のグロ

ルスク

化の

SGH指定SGH指定

外国語補

助教員の

外国語補

助教員の

増員増員

新規指定

申請準備

新規指定

申請準備
継続指定継続指定

3人3人

新規事業

申請に向

けた準備

新規事業

申請に向

けた準備

新規事業

に採択

2人

新規指定

3人

継続指定

3人

順調

達成

6

等
理
の

高
の
育

SSH指定
SSH指

定
継続指定

SSH継

続指定

SSH基礎

枠継続指定､

重点枠新規

指定

SSH基礎

枠継続指定、

重点枠新規

指定

S SH基礎

枠継続指定、

重点枠新規

指定

SSH基礎

枠継続指定､
順調

『
』
／

未来の科

学者育成

プログラム

ジュニアジュニア

講座受講講座受講

者者

ロボット工

学講座の

新規開設

ロボット工

学講座の

新規開設

50人50人 100人100人

年4講座年4講座

66人 42人 71人

年2講座

159人

年3講座

25人

年2講座

遅れ

遅れ

8
環境教育

の推進
継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続 順調
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1

一一一

・教職員の研修会等で、漫画「千葉常胤公ものがたり」

の活用を呼びかけ、 91校の小学校が「千葉氏」を授

業で活用しました｡継続して郷土教育の重要性を伝え

ていきます。

･小学校3，4年生の指導内容に対応する地域素材を扱

った副読本を編集作成し、配布しました。

･授業で活用しやすい副読本「千葉市の海辺」を小学校

5年生に配布しました。

･社会科指導資料の改訂を行いました。

･研修会等で、地域素材を活用した単元構成

の推進等の徹底、漫画「千葉常胤公ものが

たり」の活用、加曽利貝塚・郷土博物館の

利用などについて積極的な呼びかけを行っ

ていきます。

. 「千葉市の海辺」の周知と活用推進を図りま

す。

･郷土資料を取り入れ、改訂した「社会科指

導資料」を周知、活用推進を図ります。

２

･令和2年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止のた

め直接的な交流は難しい状況でしたが､文献やオンラ

インでの異文化理解を進めました。

･国際理解教育研究推進協議会に､､大学の先

生を講師として招聰するなど、教職員等へ

の研修を進めていきます。

3

･外国語指導助手の人数の増減はありませんでしたが、

各学年の授業は概ね予定通り実施できました。一方、

打合せ時間の確保が課題となっているため､今後は人

数の増員から勤務時間の拡充へとシフトチェンジし

ていきます。

･英語教育支援員については､最終目標と同数を配置し、

各担当校での指導・助言に当たりました。

・英語免許保有者に関しては、 10人が新たに免許を取

得したものの、免許保有者が11人退職したため、 1

人減となりました。

･外国語指導助手は、打合せ時間の確保が課

題となっているため、派遣時間拡充に向け

て取組みを進めていきます。

･英語教育支援員は、新型コロナウイルス感

染拡大防止に配慮した活動や、高学年の評

価などについて、重点的に指導・助言しま

す。小学校教員の指導力が向上したので事

業の見直しを検討します。

･千葉大学などにおいて免許法認定講習が開

催された場合、免許取得者からの受講スケ

ジュールなどに関するアドバイスを添え

て、案内・募集します。

4

･グローバル化に対応した英語教育の推進は、コミュニ

ケーション能力の育成と国際教育の推進に貢献して

おり、ライトポートや特別支援学校への訪問指導も実

施していきます。また、本市の英語発表会に審査員と

して派遣できるよう対応を進めます。

･外国語指導助手(ALT)の資質を向上させる

ため、派遣会社と連桃して研修や指導を積

み重ねていきます。また、ALTは令和3年度

から10名増員し、各学校におけるALTとの

言語活動を更に充実させていきます。 ．

5

･地域との協働による高等学校教育改革推進事業（グロ

－カル型）の指定2年目として、運営指導委員会の指

導を仰ぎながら、事業を推進しました。

･千葉市内での探究活動等に取り組み、校内成果発表会

を行いました。

･グローバルな視点拡大のために、コンソーシアム構成

機関の助力を得て､グローバル企業のセミナー受講及

び訪問にも取り組みました。

･令和元年度に外国語補助員を1名増員し、目標を達成

しています｡

･育成すべき「考え抜く力・協働する力・行

動する力」をより明確にし、校内体制を充

実させ、 コンソーシアム構成機関の協力を

得ながら探究活動の改善及び発展を目指し

ます。

･ディベートの授業、遠隔会議システム等を

活用した国際交流等の事業については、更

なる充実を図っていきます。

･外国語補助教員を活用し、グローバル・ リ

－グー育成を図ります。
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6

･第3期SSH(スーパーサイエンスハイスクール）の

4年目として､クロスカリキュラムや総合的な探究の

時間における探究活動等に取り組み､成果をあげまし

た。また、市内小・中。高の児壼牛徒対象の科学研究

発表会や公開理科実験教室等により、SSHの研究成

果を小中学校に広めるための取組を継続しています。

･育成すべき「課題発見能力・課題解決能力。

自己表現能力」をより明確にし、これまで

の取組をカリキュラム・マネジメントの視

点から再構成するとともに、第1期指定以

来の研究成果を小中学校により広めていく

ための取組に更に注力します。

７

･ジュニア講座は新型コロナウイルス感染拡大防止のた

め、 2講座のみ実施で延べ25人の参加となりました

が、電子申請によるスムーズな申込体制の確立や、一

部の講座をオンラインで実施するなど､新たな取組み

を行いました。

･ロボットエ学講座は、千葉大学・千葉工業大学の協力

により4講座予定していましたが、2講座のみの実施

で延べ49人の参加となりました。

･ジュニア講座ではこれまでの小学校5， 6

年生対象の講座以外に小学校3， 4年生対

象の講座を増設します。また、電子申請シ

ステムによる受付を推進していきます。

･ロボットエ学講座は、令和3年度は4講座

を実施する予定です。

8

･環境教育に関する副読本を小学校に配布したり、市の

ホームページで資料を閲覧できるようにしたりして、

各教科等と関連させて環境学習を進めました。また 、

環境学習モデル校を指定し、作物を育てたり、グリー
､

ンカーテンを設置したりするなどの取組の成果をま

とめ、市内小中学校で共有しました。

･今後も環境教育に関する副読本を小学校に

配布したり、市のホームページで資料を閲

覧できるようにしたりして、各教科や教育

活動と関連させて環境学習を進めていきま

す。 ､環境学習モデル校の取組の成果をまと

め、今後の各校の教育活動に生かしていき

ます。
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＞他者、社会、自然・環境と関わり、自らを律しつつともに生きる力、主体的に判断し、

適切に行動する力、弱い立場の人間を支える力などを持つ子どもの育成に向けて、道徳

教育を中心とした取組みを推進します。

＞自然を大切にする心や他人を思いやる優しさ、自己有用感や規範意識などを高め、社会

性を備えた豊かな心をはぐくむために、学校内外での様々な体験活動やボランティア活

動を進めます。

＞豊かな情操をはぐくむために、読書活動のさらなる充実を図るとともに、文化芸術やス

ポーツなどの魅力に触れる機会を創出します。

＞多様な価値観･生き方が存在する成熟社会において､規範意識や公共の精神を前提とし、

多様性を受容しながら相互に学び合い､支えあい､高め合うことのできる心を培います。、

教育指導課

= 二 二

昂室生

※1 休校措置等により 「全国学力・学習状況調査｣、 「千葉市学力状況調査」を実施していないため、R1末

実績値、R2末実績値は把握できません。

※2 主観指標であるため、 目標に対する達成率では評価しません。また、成果指標NQ5については、中間見

直しにより指標を変更した項目であるため最終目標は設定されていません。
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5 |勵聖灘需 中3 ’ ’ 93.8％ 94.3％
※1 ※2

|合 【主観指標】 全国学力・学習状況調査

小6 71.1％ 80.0％ 70.8％ 67.5％ 72.0％ 73.8％
※1 ※2

中3 72.4％ 80.0％ 67.1％ 65.4％ 68.9％ 69.8％
※1 ※2

全国学力・学習状況調査

小3
49.5％

(26年度末）
55.0％ 53.0％ 50.4％ 49-4％ 48.7％

小5
45.1％

(26年度末）
52.5％ 45.9％ 48-1％ 44.0％ 44．1％

中2
46．7％

(26年度末）
52.5％ 44-4％ 44.5％ 43.0％

※1

三

50.4％

46.0%

44.2％

市学力状

×

×

×

況調査
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行

L

･学習状況調査を実施していないことから、

F度末実績値の把握ができないため､達成状

恩できません。

．引き続き、道徳教育を核とした教育活動く

スクールカウンセラー、スクールソーシャ

ワーカー等の活用、スクールマネジメント

ポーターなどの教育相談活動を充実させ

ことにより、児竜牛徒に対する理解の促進

図ります。

.引き続き、 「生活科」や「総合的な学習の時

間」等に注力することで、様々な体験活動を

通して他人に対する思いやりや自己有用感

を青くんでいきます。

･学校図書館主任を対象とした読書活動の推進

についての研修を行います。研修を踏まえ各

学校で「魅力ある学校図書館運営計画」を立

て、教科との関連や公共図書館との連携、蔵

書管理、施設・設備の整備など、学校図書館

の充実を図ります。また、引き続き、 6月下

旬から12月まで読書量調査を行う予定です。
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教育改革推進課、教育指導課、保健体育課、企画課

議
・研究指定 ・研究指定 ・研究指定 ・研究指定 ・研究指定
校（小学 校(ﾉ｣､・中） 校（中学 校（小中学校（小中学
校）による による先 校）による 校）による校）による
先行実施 行実施 先行実施 実施 実施
・評価方法 ・評価方法 ・評価方法 ・評価方法 ・評価方法

｢道徳の ｜副読本の ｜学習指導
道徳教育 活用

評緬方泌 |霊蕊授業｣の の検討及 の検討及 の検討及 の検討及 の検討及 順調
び各学校 び各学校 び各学校 び各学校 び各学校
への通知 への通知 への通知 への通知 への通知

U,昔子L1父

への通知
ひ合子恢

への通知

1

の充実
充実 の検討 lせ実施

. 「千葉市 . 「千葉市

に生きるj
の改訂

こ生きる』

､改訂一

2

3

7

18

’

． 「千葉市

に生きる」

の改訂

. 「千葉市
に生きる」

の改訂

蔵書の充

実

(学校図

書館標準

未達成校

の改善）

未達成校

の平均蔵

書率

85.8％

未達成校

の平均蔵

書率

93.0％

未達成校

の平均蔵

書率

89.3％

未達成校

の平均蔵

書率

92.9％

未達成校

の平均蔵

書率

91.1％

未達成校

の平均蔵

書率

90.3％

未達成校

の平均蔵

書率

93.0％

遅れ

継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続 順調

継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続 順調

継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続 順調

継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続 順調

パラス

-ポーッ

授業の

実施

小学校陸

上大会に

おけるパ

ラアスリ

ートによ

る講演等

パラス
ポーツ

の試合
観戦

道徳用

教材の

作成

166校

(全小。

中学校で

実施）

継続・発

展事業の

検討

継続・発

展事業の

検討

活用：小

中学校全

学年

12校12校

16校／年16校／年

作成

小学校

3 ．4年生

活用

小学校

1 ． 2年生

作成

小学校

3 ．4年生

活用

小学校

1 ． 2年生

166校

(全小。

中学校で

実施）

パラアス

リート2名

による講

演等実施

40校／年

作成

小学校

5． 6年
生

活用

小学校

3．4年生

166校166校

(全小。(全小。

中学校で中学校で

実施）実施）

パラアス

リート3名

による講

パラアス

リート3名

による講

演等実施演等実施

)校／年)校／年

自成
学校

年生

･用

､学校

自成
学校

年生

･用

､学校

・ 6年生・ 6年生

165校

(全小.

中学校で

実施）

パラァス

リートに

よるビデ

オメッセ

－ジ配布

校
生
校
生

作成

中学

2年

活用

中学

1年

達成

順調

休止

順調
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蕊蕊蕊蕊譲蕊蕊騨鍵蕊鍵灘
言導要領の全面実施

本的に考え、議論て

全市”〕 ｜ 辻、〃全市”〕 ｜ 辻、〃？竜牛徒の知ってい

取り上げた郷土教ネ

シ係1て‐ 千蓋市‘

？竜牛徒の知ってい

取り上げた郷土教ネ

シ係1て‐ 千蓋市‘

侵業改善を図る必要があります。

首徳科の教科書の使用に伴い、他の教材

吟味するとともに、岬・竜牛徒の学習の評

の在り方を考えていきます。

文部科学省からの伝達事項を確実に周笂

たり、研究指定校の成果報告をしたりす

な”1/て‐指道力の向上左図ります‐

豆市の鱈仔豆市の鱈仔力改訂

券活斥

力改訂

券活斥題
員

一
こ
茨

題
員

一
こ
茨 ぬりぬり

汝員研修汝員研修 牧材に応じた多様な

堂徳科の授業だけで

ﾅる道徳教育の充実

牧材に応じた多様な

堂徳科の授業だけで

ﾅる道徳教育の充実の教育活動と関遅の教育活動と関遅

flOO%を超える字校数は2校増え、 110%

交数は、令和元年度に比べ小P中学校合士

2

の割合は令和元年度に上

鵠&､計･面｢的か鹿華か准肘

霊書数の拡充を凶

『報交換をし

]識・技能のI

と連携した推

意欲や専門情

校図書館指3

4

プロの劇団のミュ、

の体験を通して暁

が鑑賞後の威想文

5

|ﾑ成30年度よ

－て､毎年各区

畠祉協議会の托6

手度は市内36校か字校や地域の鴉

ンテイア教育を展開しました。

19

･令和3年度は、前年度と同額の予算を確保

し、 「図書保有率」等を勘案して学校図書購

入費を配付します。

･ 6月に各学校において学校図書運営計画を

立て、蔵書、施設・設備等の整備を行い、

学校図書館の充実を図ります。

･中学校の学校図書館指導員の効果的な配置

について、小学校とのバランスを考慮しな

がら検討していきます。

･研修については、引き続き年4回実施し、

指導力の向上を目指します。

･部活動指導員の配置及び民間指導者の派遣

を拡充し、部活動のさらなる活性化を図り

ます°

･音楽や美術を愛好する心情を育むため、引

き続き、本物の芸術に触れる場や、作品を

発表・展示する会の充実を図ります。

･生活や社会を意識した活動に取り組めるよ

う、身の回りの事象に着目させ、音楽、造

形の表現や鑑賞に親しむ機会を設けます。″

. 「ボランティア活動推進協力校」によるボラ

ンティア活動や成果発表の機会を設けるこ

とで、市内全体のボランティア活動の充実

を図ります。



(表の続き）
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･体育・保健体育の授業において、すべての小学校でゴ

－ルボール及びシッティングバレーボールを､すべて

の中学校でシッティングバレーボールを実施しまし

た 。

･新型コロナウイルス感染拡大防止に伴う小学校陸上大

会の実施方法の変更により、パラアスリートを招いて

の講演ができなかったため､パラアスリートから児童

生徒に向けたビデオメッセージを配布しました。

･新型コロナウイルス感染拡大防止対策の影響により、

パラスポーツの試合が中止または無観客となったた

め、観戦できませんでした。

･本市の特色を生かした先人の伝記、自然と文化、スポ

－ツなどの児童が感動を覚えるような本市独自の道

徳教育用教材｢千葉市に生きる」と指導案集を作成し、

全ての小・中学校に配付しました。

．千葉市が東京2020パラリンピック4競技の会場にな

ることから、平成28年度からパラリンピックに関す

る教材を入れ､共生社会実現や多様性理解を推進して

います。

･児童生徒の安全に配慮しながら､東京2020

オリンピック・パラリンヒ･ツク開催後もし

ガシーとしてオリパラ教育を継続します。

･学識経験者、学校長、教員を構成員とする

道徳教育用教材作成委員会を設置し、令和

3年度は、パラリンピックに関する教材を

含む中学校3年生用教材を作成します。
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＞将来の夢や目標に向かって積極的にチャレンジする精神や、強い意志を持ってものごと

を最後までやり遂げる力を培うために、体験活動の充実を図ります。

＞自己の進路・将来を主体的に考えることができる力を育成する指導の充実を図るととも

に、社会的・職業的自立を目指し、児童生徒一人ひとりのキャリア発達を促す教育活動

の充実を図ります。

＞社会の形成者たる主権者として、社会で自立するための基礎的な能力や態度の育成に資

する取組みを推進し、社会参画意識や公共の精神などをはぐくみます。

教育指導課

口 或や社完

一馬窪めI

休校措置により 「全国学力・学習状況調査｣、 「千葉市学力状況調査」を実施していないため、R1末実

績値、 R2末実績値は把握できません。

主観指標であるため、 目標に対する達成率での評価は行いません。また、成果指標NQ9については、中

間見直しにより指標を変更した項目であるため最終目標は設定されていません。

※1

※2
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全国学力・ と

71.3％ 78.0％ 69.3％ 68.9％ 71.3％ 70.0％

小3 83.6％ 82.9％ 82.7％ ’ ※2※2

小5 75.9％ 75.3％ 74-5％ ’ ※2※2

中2 73．0％
※1

73-0％ ’ ※2※2

千葉市学力状況調査

小6 46.1％ 48.0％ 42.7％ 50-2％ 53-9％
※1 ’ ※2※2

中3 32.3％ 35．0% 30.4％ 37.6％ 37.8％
※1 ※2※2

全国学力・学習状況調査
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N園 召説明 蕊麺取組ま

8

･全国学力・学習状況調査を実施していないことから、令

和2年度末実績値の把握ができないため､達成状況を確

認できません。
、

｡引き続き、児童生徒が将来の夢や希望を

持つことにつながるよう、 「道徳」 「生活

科」 「総合的な学習の時間」等に注力し､ ‘

個々の児童牛徒の実態に応じた「わかる

授業」や「キャリア教育｣、 「進路指導」

の布圭さP椎准1 ・・て-い去主す‐

9

･児童生徒の力に合った挑戦を励まし認める指導を推進し

ています。

。さらに、見通しを持たせることや、 「やってみたい」 と

いう主体的な気持ちの醸成を促すような､個々の目標に

沿ったスモールステップでの支援が必要です。

.引き続き、学校生活全体を通して、各自

が目標を持って日々の課題に取り組むと

ともに、それぞれの児童生徒の力に合っ

た、主体的に挑戦する気持ちを称賛し、

高め、励まし、認める指導を推進します。

10

･全国学力・学習状況調査を実施していないことから、令

和2年度末実績値の把握ができないため､達成状況を確

認できません。

I

･小学校では、地域に関することを学ぶ機

会を生かして地域と連携した活動の充実

を図っていきます。また、中学校では､ 、

地域と連携した学びの機会を多く設定し

ていきます。

・地域の施設を利用したり地域の人から学

んだりしながら、地域のよさや多くの人

と関わり合うことのよさを実感し、社会

に関心を持ち視野を広げていけるような

学びの機会を創出していきます。
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教育改革推進課、教育指導課、保健体育課、選挙管理委員会、こども企画課
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1
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村会ニー

ズに応じ

たキヤリ

ア教育の

推進

支援体

制の梢

築

教育内

容の充

実

黄討

指導計画

の検討

産学官連

携事業の

展開

学習活動

の展開

･指針策

定

継続

継続

継続

・協議会

の設置

教員用ガ

イドブッ

ク作成

継続

継続

継続

｢キャリ

アプラン

ニング能

力育成の
ための教

員用キャ
リア教育

ガイドブ

ック」を

作成し、

配付

キ 順調

2
移動教室

の実施
継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続 休止

3
農山村留

学の実施
継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続 ||頂調

4

自然教室

の実施
継続 継続 継続 継続 継続 継続

実施場所

を変更し

て継続

休止

5
子ども識

会
継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続 休止

6

小･中学

生の社会

参画意識

の育成

小学校

模擬選

挙

16校 18校 16校 18校 19校 21校 16校 順調

7
生徒会交

流会
継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続 順調

8

高校生の

社会参画

意識の育

成

政治的

教養の

育成

･副読本

等を活用

した授業

の実施

・選挙事

務従事の

実施

・授業の

継続

・選挙事

務従事の

継続

継続 継続

・年間指

導計画の

位置付け

・選挙事

務従事の

拡充

継続

年間指導

計画の位

置付け

順調

９

こども-若

者のカワ

ークショッ

プ

継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続 順調
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･令和3年度は、新型コロナウイルス

感染拡大防止対策を徹底し､ガイドラ

インに基づいて内容等を工夫して実

施します。

･複数校が同時期に実施するため、収

容人数を確認して組み合わせを決め

ます。また、毎年の実施時期が偏らな

いようにローテーションを組んで進

めていきます。

・キャリア発達の視点や保護者や学校

負担などの視点から、これまで3泊

4日の場合に実施してきた民泊を2

泊3日の場合にも可能とし、各学校

が取り組みやすいよう見直します。

・令和元年度と同じ施設を利用して実

施します。令和元年度の施設利用や

体験活動を実施しての経験を活か

し、計画を立てています。学校のプ

ログラムに合わせた現地調査、食物

アレルギー対応、新型コロナウイル

ス感染症対応等、利用施設との連携

を密にして実施します。また、 これ

までの実施の効果をまとめ、今後の

実施の方針について検討していきま

す。

･子どもの視点を大切にし、子どもな

らでは発想を生かした事業運営に努

めます。

･オンラインでの学習会を実施するな

ど､新型コロナウイルス感染防止に配

慮して実施します。
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･選挙管理委員会と千葉県弁護士会・市内大学との連携によ

り模擬選挙を実施し主権者教育の充実を図りました。

･令和2年度は21校での実施を予定していましたが、新型．

ロナウイルス感染拡大に伴う緊急事態宣言により、 5校が

中止したため16校で実施しました。

．引き続き、選挙管理委員会と千葉県

弁護士会･市内大学と連携した模擬選

挙を実施するとともに､関係機関と連

携しながら小･中それぞれの段階で政

治意識の醸成を図ります。

7

･新型コロナウイルス感染拡大防止のため、前期の交流会は

実施できませんでしたが、後期の交流会はオンラインで実

施しました。

･生徒会役員同士で情報交換を行うことで、互いによい刺激

を受けるとともに、 自信をもって各校で活動を進められま

した。

・市長など、多くの社会人との接点を

もたせ､広い視野と純粋な視点をもち

ながら､生徒会活動の発展に貢献する

よう促していきます。

8

･公民科「政治・経済」の「民主主義の基本原理と日本国憲

法」の単元において、年間指導計画へ位置付け、主権者教

育を実施しています。

･将来を担う子供たちに早い段階から民主主義の重要性やそ

の根幹をなす選挙の役割などを知ってもらい、若年層の政

治への関心や投票に対する意識を高める取組みとして、一

定の成果を上げています。

･選挙権が18歳から与えられたことや、

成年年齢が18歳に引き下げられるこ

とについて、その意義を理解させ、

社会に参画する意識を持たせる指導

を行います。

9

･年4テーマ、全20回のワークシヨツプを実施し、延べ248

人の小中学生が参加をしました。

･子ども・若者に社会参画の機会を提供し、子どもたちの意

見を市政やまちづくりに反映させることで、 自分が住む千

葉市や社会に対する考えを深め、地域をよりよくしようと

する姿勢を身に付けることが期待できます。

･市役所の各課と連携を図りながら、

こども･若者の力ワークショップを今

後も継続的に実施します。
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＞生涯にわたって自ら健康で安全な生活を営む力の育成に向けて、病気やけがの予防、心

の健康、薬物乱用などに関する正しい知識の習得をはじめとする学校保健の充実ととも

に、家庭との連携を図り、適切な生活習慣の確立を図ります。

＞本市の学校教育における魅力の一つである学校給食を「生きた教材」として活用し、食

に対する正しい知識や望ましい食習慣を身に付けさせる食育を推進します。

保健体育課
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朝食を必ず食べ

る児童生徒の割

合

小 90.8％ 100.0％ 89.6％ ｜"”90.1％

中 87.6％ 100.0％ 87-1％ ｜"“87.9％ 86.5％86.5％ ｜"“86.5％ ｜"“86.5％

89.1％ ×

85.6％ ×

当保健体育課調べ

12

12歳児(中学1

年生)で､むし歯

のない生徒の割

合

67.3％ 75.0% 68.4％ 69.4％ ｜ "“70.2％ 71.9％ ｜"“71.9％ ○

千葉市学校保健統計
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I

11

･平成29, 30年度に実施した栄養教諭による「朝食」を

テーマにしたモデル授業や研修を通して､朝食の重要性

への意識は高まっていますが、目標の達成には至りませ

んでした。週1～3日食べない児壷牛徒が1．7％いるた

め、家庭との連携をさらに深めた取組みが必要です。

･学校ごとに、生活リズムと関連させた

指導を学校教育全体で継続して行い、

家庭との連携を密にし、朝食を毎日食

べる児童生徒を育てられるように取り

組んでいきます。

12

口

･むし歯のない生徒の割合は年々高くなっています。

･令和2年度は、新型コロナウイルスの感染拡大防止のた

め、口腔衛生指導を実施できない学校では､養護教諭に

よる歯みがき指導などを実施しました。今後も、児竜生

徒が口腔衛生の重要性を学ぶとともに､適切な歯みがき

方法を習得する機会を得られるよう取り組みます。

･学校からの指導に対する感想・意見を

適切に把握し、指導方法の改善を図り

ます。また、健康教育に使用する物品

を各学校に貸し出すなど､歯みがき指

導の支援を行います。
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ゾ
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法の実施

継続 継続

各種デー

夕分析

ワーキン
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一
一
一
一
目

改善され

た啓発方

法の実施

継続 順調

継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続 順調

継続 継続 継続 継続 供用開始 継続稼働 継続稼働 継続稼働 達成
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塞涯蔵塞宝察

･平成30年度に千葉市学校保健会と連携して作成した｢子

どもの健康を守る専門家派遣事業」のリーフレットを活

用し、健康教育を推進しました。

･令和2年度の「子どもの健康を守る専門家派遣事業」に

ついては、新型コロナウイルス感染の影響により募集時

期が遅れたため、昨年度より実施校が減少しました。

(令和元年度19校→令和2年度7校）

…取組震

・ リーフレットを小中特別支援学校に配付

し、事業を促進していくことで、健康教

育の充実を図ります。

２

･歯と口の健康づくり啓発事業については、千葉市歯科医

師会とのワーキンググループにおいて、様々なデータの
J

分析や啓発事業実施校からの意見の共有などを行いまし

た。

.また、令和2年度は、千葉市歯科医師会と連携し、新型

コロナウイルス感染症対策を施した上で、啓発事業を行

いました。

・千葉市歯科医師会とのワーキンググルー

プを引き続き実施し、歯と口の健康つく

り啓発事業の実施方法や授業内容の改善

について、引き続き検討していきます。

3

･全ての小中学校において、 「食に関する指導の全体計画」

を作成し、給食の時間はもとより、生活科や家庭科等の

教科においても各教科の特性を生かした指導を取り入

れ、学校教育全体の中で食育を進めました。

･食育とオリンピック・パラリンピック教育を関連づけて、

学校給食で｢東京2020オリンピック・パラリンピック競

技大会応援メニュー」を実施しました。

･栄養教諭等が食育推進者として、 「食に関

する指導の全体計画」に基づき、学校だ

けでなく、家庭や地域と連携した食育活

動を推進していきます。

･学校給食での「東京202Oオリンピック.

パラリンピック競技大会応援メニュー」

は、 2021年の大会開催まで、オリンピッ

ク・パラリンピックにちなんだ献立を実

施する予定です。

4

･平成29年4月に供用を開始し、令和2年度については、

花見川区を中心とした中学校14校に給食を提供しまし

た。

･安全安心な学校給食を安定的に提供して

いきます。
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＞スポーツの魅力や楽しさを感じる機会を倉I出することにより、生涯を通じて運動に親し

むための基礎を培うとともに、自ら積極的に心身の健康と体力の向上を図る資質や能力

をはぐくみます。

＞本市の子どもの体力が全国平均以上の傾向を維持し、さらに向上するように、学校行事

や運動部活動を含めた教育活動全体を通じて、学校体育の充実を図ります。

保健体育課

※1 新型コロナウイルス感染症拡大の影響により 「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」を実施していな
いため、R2末実績値は把握できません。
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全国体力･運

動能力、運動

習慣等調査に

おいて､各学

年･男女別･種

目で全国平均

を上回る割合

小男子 81.2％ 95.8％ 70.8％ 75.0％ 75.0％ 75.0%
※1

小女子 93-7％ 100.0% 91-7％ 75.0% 75.0％ 62.5％
※1

中男子 58.3％ 75－0％ 37.5％ 87.5％ 87-5％ 87.5％
※~1

中女子 58.3％ 87.5％ 75.0％ 100_0% 100.0% 100.0％
※1

全国体力・運動能力、運動習慣等調査

14

1週間の総運

動時間が60

分以上の割合

小5男子 94.6％ 96.7％ 94-6％ 93.8％ 93.6％ 92.9％
※1

小5女子 89.6％ 94.5％ 90.3％ 89.6％ 87.6％ 87.7％
※1

中2男子 91.6％ 92.7％ 92.7％ 93.0％ 93-3％ 92.9％
※1

中2女子 80.5％ 84.5％ 80.6％ 82.5％ 80.2％ 79-7％
※1

全国体力・運動能力、運動習慣等調査
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13

･全国体力・運動能力、運動習慣等調査を実施していない

ことから、令和2年度末実績値の把握ができないため、

達成状況を確認できません。

碑

･各学校の体力向上の取組みをさらに充実

させるため、教科主任を対象とした研修

会等で、各学校の具体的な取組みを紹介

します。特に小学校のソフトボール投げ

については､学習指導要領の改訂により、

陸卜置動系の学習の中で、遠投能力の向

上を意図して「投の運動(遊び)」を加え

て指導できるようになったことから、体

育学習における投げ方の技能向上を目指

した指導を取り上げます。

14

･全国体力・運動能力、運動習慣等調査を実施していない

ことから、令和2年度末実績値の把握ができないため、

達成状況を確認できません。

・女子児童生徒や、運動をあまり好まない

児童生徒も、興味をもって楽しく運動に

取り組めるように、体育・保健体育の学

習を工夫・改善するとともに、運動機会

の設定などを検討していきます。
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アスリート

交流事業

アスリート

交流事業

小学校に

おける障

害者アス

小学校に

おける障

害者アス

小学校に

おける障

害者アス

リートと

の交流

リートと

の交流

リートと

の交流

実施率：実施率：実施率：実施率：

6％6％6％6％

千葉ロツ

テマリー

ンズベー

スボール

千葉ロツ

テマリー

ンズベー

スボール

千葉ロツ

テマリー

ンズベー

スボール

チヤレンチヤレンチヤレン

ジジジ

年間：年間：年間：年間：

20校20校20校20校

ジェフユ

ナイデッ

ド市原・

千葉おと

どけ隊

ジェフユ

ナイデッ

ド市原・

千葉おと

どけ隊

ジェフユ

ナイデッ

ド市原・

千葉おと

どけ隊

年間：年間：年間：年間：

93校93校93校93校

延べ実施延べ実施

率： 100％率： 100％

年間：年間：

26校26校

年間年間

95校95校

延べ実施

率222％

年間：

15校

年間：

94校

延べ実施

率：36％

年間：

15校

年間：

94校

延べ実施

率：72％

年間：

20校

年間：

92校

延べ実施

率: 100%

延べ実施

率： 100％

年間：年間：

26校26校

年間：年間：

95校95校

延べ実施

率: 100%

年間：

13校

年間：

35校

達成

遅れ

遅れ

3

体力･運

動能力調

査、県運

動能力

証､市運

動能力検

定の実施

継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続 順調

4

小学校各

種体育大

会の開催

継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続 11頂調

5

中学校運

動部活動

指導者の

派遣

継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続 順調

向けた取

組み

組みを実

施

王TX去刀型
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1

･前年度に引き続き、市立全小中学校の体育・保健体育

の授業において、パラスポーツを実践しました。

･東京2020オリンピック・パラリンピック

終了後も、市立全小中学校の体育・保健体

育の授業において､パラスポーツを実施し

ます。

2

． 「障害者アスリートとの交流」については、順調に実施

校を拡大し、令和元年度までに全校への訪問を達成し

ました。令和2年度は新型コロナウイルス感染拡大に

より、令和元年度より実施校数は減少したものの19校

で実施しました。

｡ 「ベースボールチャレンジ｣、 「おとどけ隊」については、

緊急事態宣言等のため、予定より実施校数は減少した

ものの可能な限り実施することができました。

｡ 「障害者アスリートとの交流」については、

引き続き実施します。

。 「ベースボールチャレンジ｣、 「おとどけ隊」

については､関係機関にさらに実施校を増

やすよう働きかけていくとともに､それぞ

れとの連絡･調整をより一層密に行ってい

きます。

3

・体力・運動能力調査、県運動能力証は、新型コロナウ

イルス感染症拡大の影響で中止となりましたが、市運

動能力検定は実施し、児竜生徒一人ひとりが自分の体

力を知るとともに、体力向上に向けた意識を高めるこ

とができました。

･今後も継続し、児童生徒の体力を高めるた

めの一助としていきます。

、

4

･小学校体育の発表の場として、 「陸上大会」を実施しま

した。なお、 「表現運動発表会｣、 「球技大会」は新型．

ロナウイルス感染症拡大の影響により中止しました。

･今後も新型コロナウイルス感染防止対策を

講じながら各種体育大会を継続して実施

し、児童の運動へのかかわりを深めなが

ら、運動により親しませるとともに、他校

との体育活動の交流を通して､心身の健全

な発達と児童相互の望ましい人間関係の

育成を図っていきます。

5

･運動部、文化部ともに、中学校部活動指導者の専門的

な技術指導により、部活動の充実が図られるとともに、

専門以外の顧問の負担を軽減することができました。

･部活動の充実及び教職員の負担軽減を図る

ため､今後も専門的な知識や技能などを有

する指導者を中学校へ派遣していきます。



ともの学ひを支える環境をえる

＞子どもの学習・生活の場として、安全で安心な環境であり続けるために、学校施設・設

備の一層の充実を図るとともに、地域の避難場所であるという側面も考慮し、安全に配

慮した防災機能の強化を進めます。

＞安全・安心な学校づくりに向けて、登下校時の安全管理や事故、災害、不審者の発生等

の緊急時における危機管理体制を確立するとともに、家庭・地域・関係機関との連携・

協働をより一層高めます。

＞危険に際して自らの安全を守り抜くための｢主体的に行動する力｣を育成するとともに、

共助・公助の視点から安全で安心な社会づくりに貢献する意識を高めるため、学校安全

に関する教育の充実を図ります。

学事課

主観指標であるため、 目標に対する達成率では評価しません（中間見直しにより指標を変更した項目で

あるため最終目標は設定されていません)。

千葉市まちづくりアンケート未実施のため、RI末実績値、R2末実績値は把握できません。

※1

※2
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学校セーフティ

ウォッチャーの

登録者数

30,000人 26,469人 25,800人 26,265人 25,149人

』不』 13

24,341人

教育委員会学

×

事課調べ
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･セーフティウォッチ活動は定着しつつあり、すべて0

校区において日常的に見守り活動が実施されていま

薄墨&＝＝告常…錘制……轄難予駕……鮎……壷●…韓霞…

議蕊

蕊難灘
麓篝
…農蕊灘

を中心に、教員、保護者、地i

て、人材の確保、情報共有体f

安全マップの作成等に取り組み

16

･登録者の増加には至っていませんが、保護者･地域協力

者の協力により、各学校区で安全な登下校が行われてい

ます。

・保護者会や地域の団体に参加を呼び掛け

るなど、セーフティウオッチャーを増や

す取組みを継続していきます。



－

学校施設課、学事課、健全育成課、保健体育課

詞

36

学校加

の環拶

備(老｝

化対卦

蕊蕊溌

驚謹

鳶

織識謹朽曙

（

i戎

燕
鐸
準
群
掘
麺
辮
嘩
蝿
》
一
皿
一
一
一

’竺竺盛

学校防
I

外壁改

修

大規模大規模
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鍵
一
鍋 44.7％

20.4％ 0.0%

瀞
騨
詫
羅
薮
験
占
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‐
岳

1.3%

30.3%

3.3％ 7．2％7．2％7．2％

44.0%

11.2% 順調順調

犯カメラ

システム

の設置

37.4％ 65.0％ 39.2％ 41.5% 46.8％ 52.6％ 60.2％ 順調

）

継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続
0

継続 順調

継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続 順調

小･中学

枝におけ

るブライ

ンド型避

難ﾖ||練

の実施

63.0％ 80.0% 67.7％

（

69.7％ 71.1% 71.5% 59.3％ 遅れ
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瀧譲溌鍵鍵灘瀧譲溌鍵蕊
製
宰
弱蕊議鶏鍵鶴灘

施計画に基づき実施されています。

蕊……f“懲戦嘩凝#…識對癩ー鐸慧鐵錘熱繋講蕊謹辮

･長寿命化基本計画に基づき、優先順

位について見直しを実施したうえで、

計画的に工事を進めます。

2

･令和2年度は10校で設置し、最終目標に向けて順調に進ん

でいます｡

･今後も引き続き、計画的に設置して

いきます。

３

･すべての学校において、登下校時の見守り活動が継続され

ており、事故防止に貢献しています。

･スクールガード・アドバイザーの活

用により、学校のセーフティウォッ

チ活動の活性化を図ります。

4

･事業の周知等の取組みを行った結果として、令和2年度の

登録件数は9, 107件（うち新規登録310件）でした。

.引き続き各中学校区青少年育成委員

会を中心に地域に対し登録依頼をす

るとともに、地域の子どもたちに「こ

ども110番のいえ｣の周知を行ってい

きます。

５

･令和2年度は、新型コロナウイルス感染拡大に伴う休校措

置等のため、実施校数は減少しました。今後も安全指導主

任会や研修等で積極的に周知し、実施率の向上を図ります。

･安全指導主任会や研修会等において、

状況に応じた判断をす~る教育の必要

性や､その一環としてブラインド型訓

練があることを説明します。また、感

染症対策を施したうえでの実施方法

を周知します。さらに、実施していな

い学校へ個別に連絡をし､実施率向上

に努めます。
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＞良好で質の高い学びを実現する教育環境を目指し、児菫生徒が日常の大半を過ごす学校

施設の環境整備や教材・教具等の充実を進めます。

＞少子化の進展に伴い、本市においても小・中学校ともに本格的な児菫生徒の減少時代を

迎えるにあたり、良好な教育環境を整え、教育の質の向上を図るために、学校規模の適

正化に取り組むとともに、規模に応じた適切な支援を進めます。

＞子どもの成長に応じた質の高い学びに向けて、幼保・小・中・高と各学校段階間の円滑

な連携・接続を推進するとともに、学びの連続性を重視した体系的な教育を進めます。

教育指導課

蕊議
鰯遜

蕊
凶蟻篭
認黙箪

;蕊§
溌:溌驚
騨辮謬擬

EJ刀v｣､ I-l｣字

充実した栽

亜ロユテ」へア

17

噛イF

主観指標であるため、 目標に対する達成率では評価しません（中間見直しにより指標を変更した項目で

あるため最終目標は設定されていません)。

千葉市まちづくりアンケート未実施のため、 R1末実績値、R2末実績値は把握できません。

※1

※2
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･千葉市学校教育の課題「21世紀を拓く」をもとに教育

の基本方針を示しています。また、各学校は、学力調査

等の結果を分析し､令和元年度に作成した学力向上アク

ションプランに基づき具体的な実践を行いました。

･学力向上アクションプランの実践、検証

及び見直しを行い、学力格差の解消や学

力向上に向けた取組みを行います。また、

各学校の実態に応じて学びを止めないた

めのオンライン学習の基盤づくりを進眈

るとともに、家庭学習の推進に向けた師

組みを実施します。
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1

・ トイレ改修の進捗については遅れていますが、完了1

期を前倒しできるよう工事発注件数の見直しを行い

トイレのドライ化と洋便器化を推進してきました。

･音楽室等エアコン整備は、音楽室、図書室及びコン

ュータ室へ令和2年3月末に設置が完了しました。

･普通教室へのエアコン整備は、令和2年5月末に設1

が完了しました。

・抵土鴛干ホリ乙UEE「､イし唾1彦乞天地ヲ0－と

により、令和6年度までに全校改修済とな

る予定です｡最終目標に対しては順調に進

捗しています。

･全ての特別教室へのエアコン設置を令和3

年度中に完了する予定です。

２

･千城台みらい小学校、大宮小学校、高洲中学校の開校

に向けた準備が完了しました。

･第3次学校適正規模・適正配置実施方針を基に、当該

地区で統合準備会を運営するとともに、新たな地区に

おける学校適正配置の検討を進めました。
1

･児童・生徒数推計の動向を注視しながら、

第3次学校適正規模・適正配置実施方針に

､基づき「優先度I」 となった学校や適正配

置の検討が必要な新規地区の学校を訪問

して、校長や保護者、地域と意見交換等を

進めます。

３

･令和2年度末までに施設改修が完了しました。 ･今後も引き続き、統合予定となった学校に

ついて、施設・設備の改修を行っていきま

す。

4

.近隣幼稚園・保育所等と交流活動を実施し、共通理解

を図るとともに、全小学校でスタートカリキュラムを

作成し、学校教育への円滑な接続を図りました。

･幼保小の交流活動の内容の工夫とスタート

カリキュラム及びアプローチカリキュラ

ムの改善、双方の意見交換の実施等によ

り、円滑な接続を促していきます。

5

･令和2年4月から川戸小・中学校を小中一貫教育校に

位置付けるとともに、幸町第三小学校・幸町第二中学

校、及び更科小学校・更科中学校を小中一貫教育モデ

ル校に位置付けました。
４

･千葉市の小中一貫教育基本方針に基づき、小中一貫教

育の進展のための具体的な実践計画を立て、各校の特

色に応じた実践をしました。

･令和3年4月から幸町第三小学校・幸町第

二中学校、及び更科小学校・更科中学校を

小中一貫教育校に位置付けました。 ‐

･小中一貫教育校運用状況や課題を把握する

とともに改善に向けた助言を行います。

、

6

･千葉市立稲毛高等学校・附属中学校の中等教育学校移

行に向け、準備を進めました。また、千葉市議会令和

3年第1回定例会において、中等教育学校設置条例を

制定し、校名を「千葉市立稲毛国際中等教育学校」 と

決定しました。

･令和3年4月「千葉市立稲毛国際中等教育

学校移行基本計画」を策定しました。

･令和4年4月の開校に向けた準備及び大規

模改修工事に向け､実施設計等の準備を進

めます。


